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 本論文は 7 つの章から成り、まず第 1 章で「研究の目的」と「英語観の定義」などを明らかにし、第 2 章
では「英語観」に関する先行研究と本研究の理論的枠組みについて説明した。 
 第 3～6 章は本論文の議論の本体に当たるところで、第 3 章では「帰国子女と英語観の変遷」を、第 4 章で
は「生きた英語」と「受験英語」の対立を、第 5 章では「高校英語教科書の英語観」を、そして第 6 章では
「高校英語教科書の中の‘国際語としての英語観’」をそれぞれ取り上げている。 










つまり「複雑性の縮減（reduction of complexity）」（Luhmann, 1984/1995）が行われる過程に英語の権力性
が見られることを指摘した。 
 本研究では、以下の理由から 1980〜2000 年代に焦点をあて、分析を試みた。第一に、この時期に英語のヘ
ゲモニー性や権力性について日本や海外の研究者による議論が活発に行われるようになり、それにより、英語













『3 年 B 組金八先生』（第 8 シリーズ）（2007、TBS）、『フルスイング』（2008、NHK）、『ドラゴン桜』（2005、
TBS）という 3 つの作品を分析・考察の対象とした。 







 第三に、「国際語としての英語」（English as an International Language）という英語観には英語を国際語










































  平成 25 年 5 月 17 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員
全員一致で合格と判定された。 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
 
 
 
 
